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　　　　　　　　　　　　〈お　こ　と　わ　り〉
　これは明大教養65に発表された論文の続篇である。ただ前の論文は最後の
項目の途中で終ってしまい，「未完」の字のみがむなしく残されている。筆者
としては，いつまでもこのままに放置しておくのに忍びないのはもちろんであ
る。だが，その後も努力はしてみたが，はかばかしい成果がえられないまま今
日にいたった。
　正直のところ，筆者にはA・E．の神秘主義の体系が的確につかめないのであ
る。8分どおりはうかめているつもりだが，あとの2分がどうしても埋まらな
いのだ。では，なぜ彼の体系がこんなに把捉しにくいかというと，その最大の
理由は，彼が根っからのmysticで，またvisionaryであるからである。彼に
おいては感覚的な宗教体験が先行し，しかもそれがきわめて主観的，自己陶酔
的で・さまざまな思想的な断片をきままに利用することはあっても，それはも
っぱら自己の神秘的体験を正当化し，権威づけるためのものなのだ。つまり，
A・E・には他の思想体系との対決を通じて自己の体験を客観化し，体系化する
論理性に欠けるところがあるのである。これではA．E．の思想体系を把握する
といっても雲をつかむようなもので，徒労に終るのは必定である。
　ところで，UのA．　E．の神秘思想に関する個所と，本稿でとり扱った神智
教に関する個所とを比較するならば，前者のほうがはるかに明確で，よく整理
されているのに気づくはずである。また前者について，LR　5：12の“Formless
spiritual・　Father，　Son　and　Holy　Breath．　This　verily　is　that．　I　am　the
fire　upon　the　altar・Iam　the　sacrificial　butter．”と，最終稿の“Formless
spiritual．　Father，　Word　and　Holy　Breath．　Allfather，　the　heavenly　man・
Hiesos　Kristos，　magician　of　the　beautiful，　the　Logos　who　suffers　in　us　at
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every　moment．　This　verily　is　that．　I　am　the　fire　upon　the　altar．　I　am
the　sacrificial　butter”とを比較してみるならば，前者に加えられた大規模な
補整と格段の充実に眼をみはらざるをえないであろう。だがこれら一連の事実
は，あながち作者ジョイスのA．E・に対する関心の深さと，それに起因するペ
ンのさえを示すとばかりはいえないのだ。なぜなら，ジョイスは明らかにA．E．
が呈示した自己の思想体系の構造式を下敷きとして使っているからである。ジ
ョイスはUをLittle　Reviewに発表してから決定稿をうるまでの短時日のあ
いだに，問題の下敷きを手に入れたに相違ないのである。
　だが，もちろんこのような指摘をしたからといって，それですべてが終りと
いうわけではない。その構造式の解読，それこそが問題の鍵をにぎるすべてな
のだ。しかもUの本文の解読は，さらにそのつぎの課題としていぜん残され
ている。だが，構造式の入手はすくなくともA・E・の身長を計測する足台には
なるのであって，あとは精密なメジャーの作製とその適用が待たれるだけであ
る。その日がいつくるか，予測はできないが，そう遠くないことを付言して，
おわびの言葉にかえさせていただく。
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